
令和８年度 小０９ 練馬区立早宮小学校

学力向上を図るための全体計画

○日本国憲法 学校教育目標 ○児童の実態
○教育基本法 ○学校の実態
○学校教育法 ◎思いやりのある子ども ○保護者の願い
○学習指導要領 ○健康で明るい子ども ○地域の願い
○関係法規 ○よく考え工夫する子ども ○教師の願い

各教科等の指導の重点 学校経営計画 道徳教育の指導の重点

・基礎的、基本的な内容の 「豊かな心とたくましい心身をもつ児童の育成」 ・自己を見つめ、物事を多面的・多
確実な定着を図る。 ○学ぶ楽しさや達成感を味わうことができる学校 角的に考え、自己の生き方につい

・習熟度別指導や個別指導 ○健やかな心と体を育てる学校 ての考えを深める学習を通して、
等指導方法を工夫する。 ○地域に開き、保護者・地域に信頼される学校 道徳的判断力、心情、実践意欲と

・体験的活動や課題解決学 態度を育てる。
習を効果的に取り入れ、 ・児童一人一人が、自己を見つめ、
よく分かる、よく考える 道徳的価値を発達段階に即して内
学習を展開する。 面的に自覚し、主体的に道徳性を

・主体的に学び、表現でき 確かな学力の定着と向上 養っていく。
る能力の育成を図る。 ・「話合い活動」を通して児童の内

・読書活動を推進し、豊か ○基礎・基本を重視し、魅力ある、勢いのある、潤いのある教育活動の 面に迫ることができるようにす
な心や基礎学力の育成を 中で、確かな学力の定着を図り、生きて働く学力を身に付ける。 る。「考え、議論する道徳」の基
図る。 盤作りをし、継続した指導を行う。

特別活動の指導の重点
総合的な学習の指導の重点

・学級活動の充実を図り、児童の
探究的な見方・考え方を 自発的な活動を求める。集団の

働かせ、横断的・総合的な 中での自分の立場と責任を自覚
学習を行うことを通して、 し協力する態度を育てる。
地域や身近な生活の中から ・児童会活動においては、異年齢
見いだした課題を、周囲の 集団の充実を図る。各学校行事
人々や環境とよりよく関わ においては、活動の重点化を図
りながらよりよく解決し、 り、集団への所属感を深める。
自己の生き方を考えていく ・クラブ活動は通年制とし、クラ
ための資質・能力を育成す ブの設置から運営まで、自発的
る。 ・自治的な活動となるように配

慮する。

外国語活動・外国語の指導の重点

キャリア教育の重点
・積極的にコミュニケーシ
ョンを図ろうとする態度 ・学習や生活の見通しを持た
を養う。 せたり、蓄積した学びにつ

・言語や文化について、体 いて振り返らせたりする機
験的に理解を深める。 会を設ける。

・友達や周囲の人との関わり
から、相手の長所を見付け
るように声かけする。

生活指導の指導の重点 ICT教育の重点

・人と人との関わりを重視 ・一人一台端末を用いて、情
し、自他の生命を尊重す 報収集能力を高めるととも
る心情や態度を養う。 に、協働的な学習を行う。

・基本的生活習慣や、規範 ・児童が主体的に学ぶ手段と
意識を身に付けさせる。 して活用するとともに、情

・児童理解に努め、全教職 報モラル教育も計画的に行
員が協力して指導に当た う。
る。

・個々の困り感に寄り添 各学年・専科における授業改善に向けた取組
い、解決に努める。 1年 2年 3年 4年 5年 6年 専科

本校の授業改善に向けた視点

指導内容・方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内研究・研修の工夫 評価活動の工夫 家庭・地域との連携の工夫 小中一貫教育の視点

・個に応じた課題別 ・朝読書や読書の旅を ・授業研究を中心とし ・学習評価を授業 ・平和台図書館と連携し ・校区別協議会で協議し
学習を工夫する。 定期的に計画し、読 た校内研究を充実さ や組織運営の改 て、読み聞かせやブッ 共通理解した内容を日

・習熟度別指導(算 書活動の充実を図る。 せ、成果を日常の授 善に向けた学校 クトーク、学級文庫の 常の授業に生かす。
数)で学力の定着 ・朝の時間を活用し、 業に生かす。 教育全体の取組 貸し出し等を行い、読 ・授業を他校の教員に公
を図る。 パソコン学習や読書 ・ICT機器の活用を含め に位置付け、指 書活動を充実させる。 開し、幅広く意見を求

・一人一台端末を 活動、書く活動に取 たOJTやミニ研修会を 導と評価が一体 ・学校公開や道徳授業地 めることで校内研究を
活用した協働的な り組む。 実施し、授業力向上 となった評価計 区公開講座を実施する。 より充実させるととも
学習を推進する。 ・体力向上の取組を行 のための研修を深め 画を作成し、実 ・あいさつ運動やクリー に、授業改善に生かし

・一人一台端末等を う。 る。 施する。 ン運動などを実施する。 ていく。
活用した習得と活 ・心のふれあい週間（個 ・研修等、校外で得た ・児童自身の学習 ・地域や保護者の教育力 ・課題改善カリキュラム
用を図る指導を工 人面談期間）に学 教育情報を報告し合 意欲の向上につ を積極的に活用する。 を、開進第一中学校、
夫する。 力補充教室を行う。 う。（研修報告会） ながる相互評価 ・家庭学習の推進により 開進第一小学校と連携

・教科の特性を踏まえ ・ゲストティーチャー や自己評価など 基礎基本の学力の定着 して、実践、検証し、
た言語活動を充実さ （専門家）を活用し を工夫する。 を図る。 授業の改善を図る。
せる。 た授業を進める。 ・全体計画をホームペー
・学力補充教室や地 ジ等に掲載し、理解を
域未来塾を実施す 深める。
る。

確かな学力・生きる力

基礎的・基本的学力の定着

・主体的に学ぶ意欲 ・学びに向かう力
・知識や技能の定着 ・知識や技能の活用能力
・思考力・判断力の育成 ・問題解決能力
・聴く（聞く）力 ・表現、交流する力

計画に基づいた指導 基礎的・基本的な 学習習慣の確立
学習内容の定着

(1)指導要領に合わ (1)返事と挨拶・
せて作成した年 (1)主体的・対話的に学ぶ授業 話の聞き方と
間指導計画に基づ 児童が主体的に学習に取 話し方・用具
いた「週ごとの指 り組むための授業改善 の準備・家庭
導計画」の作成・ (学びに向かう力の育成) 学習の習慣化
提出
授業時数の確保 (2)「書くこと」の日常化 (2)「早宮の子の

と言語環境の整備 やくそく(学習
(2)感染症の蔓延 編)」の徹底
・被災時等に柔軟 (3)ICT教育の推進 ・家庭との連携
に対応できる指
導計画の作成と (4)特別支援教育の充実
実施

(5)読書活動の充実


